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緒 言

古くSchiefferdecker (1897)が,ブ タの大動脈

壁において,毛 細 リンパ管叢が内皮細胞の直下ま

で分布 していると報告し,ま たLee (1922)は,ネ

コの大動脈壁において,外 膜 と中膜の境にリンパ毛

細管を見付け,そ れが外膜のリンパ本管に連結する

ということを, Benninghoff (1930)1)は記載 してい

る.

動脈壁におけるリンパ管の微細分布についての記

載は非常に少ないようである.切 片の染色法に基づ

いて,リ ンパ管を動脈壁内に正しく見出すことは極

めて困難なことである.そ こで著者は,乳 ビ槽を

結紮した後,墨 汁を結紮部より下方に注入し,強 制

された リンパの逆流法により,腹 部大動脈壁におけ

るリンパ管の微細分布を検べた.

実験材料と実験方法

材料として2-3Kgの 体重のイエウサギを用いた.

方法としては,生 きているイエウサギをネンブター

ルの麻酔下で, 4倍 に稀釈した墨汁を約20cc足 蹠 に

皮下注射 し, 10分 後膝窩 リンパ節内に同上の墨汁を

約5cc徐 々に注入 した.そ の後, 20分 ほ ど経過して

開腹し,乳 ビ槽を結紮し,浅-と 深鼠頚リンパ節と

外腸骨 リンパ節内に,同 上の墨汁約20ccを 徐 々に

注射した.そ れから約5時 間後,腹 部大動脈壁を摘

出し, 10%ホ ルマ リン溶液に固定後, 20-100μの縦

断と横断のチェロイジン切片を作った.そ れらの切

片に,後 染色 としてアルデヒド・フクシン染色や2

%ラ イ ト・グリーン溶液による染色を施した.

また,上 述の処置を施し,摘 出した腹部大動脈壁

を10%ホ ルマ リン溶液に固定後,漸 強アルコール

を通 してキシロールに入れ,透 明標本を作 り,実 体

顕微鏡下に観察 した.

一方
,対照として,正 常のイエウサギの腹部大動脈

壁のパラフィン切片にアルデヒド・フクシン染色 を

行った.

結 果

写真1-6と, 10, 11及 び14-16は 墨汁注入の

施 されたチェロイジン切片像で,写 真7-9は 同一

処置の施された透明標本であり,写 真12と13は 対 照

しとて上記処置の施されていないもののパラフィン

切片の染色像である.

強制 された リンパ管内でのリンパと墨汁の逆流法

により得られた結果を述べると,大 動脈壁の内弾性

膜のす ぐ近 くの リンパ毛細管から起った排導 リンパ

管群は(写 真1, 2),膠 原線維に沿って中膜の各

弾性膜の窓を順次通 り抜けて外膜に現われ,合 流し,

比較的太い排導 リンパ管となるが(写 真1, 2),

更 に外膜中の脂肪組織の リンパ毛細管網から起こる

排導 リンパ管群 と合流して,こ れらが外膜の集合 リ

ンパ管とな り(写 真1, 3-5, 7),外 膜の外層 を

走行し,外 膜を出ると大動脈リンパ節に入る(写 真

6, 8, 9).

目立つのは外膜の集合-と 排導 リンパ管が,と も

にリンパ管周囲腔を作っていることであるが(写 真

14, 15, 16),発 生学的に,こ のリンパ管周囲腔は

二重膜からなる動脈壁周囲疎性結合組織が大動脈 リ

ンパ節を一部覆いながら(写 真8),集 合 リンパ管を

包んで,外 膜内に嵌入することによ り形成 された一

種の袋状の閉鎖腔で(写 真10, 11),リ ンパ腔と見る

べきものである.な お集合 リンパ管が,こ の閉鎖腔

に出る部位では狭い門戸を作っている(写真11).

この リンパ管周囲腔は正常の組織像において もみら

れる(写真12, 13).
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上記のごとく動脈壁の内弾性膜のす ぐ近 くから始

まり,外 膜を出るリンパ管の一連の経過の途次にお

いて,リ ンパ管は墨汁注入により膨大し,或 は周囲

の組織に墨汁の漏出した像が見られる.目 立つのは

外膜をリンパ管周囲腔を伴いながら走る排導-と

集合 リンパ管から漏出した墨汁が,そ れらの周囲腔

を極めて強力に膨張させていると考えられる像を見

ることである(写真14-16).

考 察

大動脈壁におけるリンパ管の一連の走行と分布に

おいて,本 実験のように,強 制 され た リンパ と

墨汁の逆流法では,注 意すべきは,リ ンパ管の側副

路が形成されているかどうかということである.こ

のことについては最近,浅 野(1974)2)は,イ エウサギ

の深頚 リンパ管を実験的に結紮して,経 時的にリン

パ管壁を観察 した結果,側副路の形成については, 3

日後,管 壁中に小管状の腔隙が出現することによ り

リンパ管の新生が起 こり,術 後,数 時間では管内

の リンパが組織中に漏出するだけであると述べてい

る.従 って本実験において動脈壁でのリンパ管の走

行については,側 副路の形成を無視して も異論はな

いものと考 える.実 際,中 膜において リンパ毛細管

に沿って墨汁の漏出した像を容易に見ることができ

る.この漏出は外膜における排導-と 集合 リンパ管に

おいては特異的であり,そ れらの リンパ管周囲腔に

限定 して膨大 した墨汁の漏出像をみるとができる.

このリンパ管周囲腔は一種の袋状のもので,内 層の

比較的緻密で,外層の疎な二重の薄い結合織線維膜で

作られている.結 紮後,約5時 間位では リンパ管を

漏出した墨汁は,こ の周囲腔を作る限界膜を越えるこ

とは出来ないのであろう.

次 にこの漏出が比較的速かに行われる所以につい

て考えると, Casley-Smith (1965)3)が,実 験的にリ

ンパ管の内圧を高めると,リ ンパの漏出にはその内

皮細胞の小胞を通 じて行われるものと細胞間の間隙

を通じて行われるものとの二通りの道があると報告

しているが,本 実験 において急速な墨汁の漏出状態

から考え,漏 出には正常な道 と考えるられ胞飲より

もむしろ内皮細胞間の間隙を通 じて行われることが

考えられる.

次 に,中 膜におけるリンパ毛細管の分布状態は既

に著者(1972)4が 述 べたように,大 動脈壁における

膠原線維の定向的配列 と走行に一致して走 るものと

解せ られ る.即 ち,動 脈壁 をゆるい曲線を描いてほ

ゞ求心的 に走行するが,なお動脈壁の縦軸-と 円周方

向に自由 に進むことができ,リ ンパ管網を作ること

ができる ものと解 している.

結 語

成長した生 きているイエウサギをネンブタール麻

酔下で,開 腹 して乳 ビ槽を結 紮し,鼠 頚 リンパ節と

外腸骨 リンパ節内に,生 理的食塩 水で4倍 に稀釈

した墨汁を約10cc徐 々に注入した.そ れから約5時

間後,腹 部大動脈を摘出し,厚 さ約100μの縦断 と横

断のチェロイジン切片に後染色を施 して,動 脈壁に

おけるリンパ管の走行と分布 を検べた.ま た上記材

料は透明標本にもされた.強 制されたリンパの逆流

法により得 られた結果 を述 べ ると,大 動脈壁の内

弾性膜のす ぐ近 くの リンパ毛細管から起こった排導

リンパ管群は,膠 原線維に沿って,中 膜の各弾性膜

の窓を順次通 り抜けて外膜に現われ,合 流 し比較的

太い排導 リンパ管となるが,更 に外膜中の脂肪組織

のリンパ毛細管網か ら起こる排導 リンパ管 と合流し

て,こ れらが外膜の集合 リンパ管 となり,外 膜の外

層を走行し,外 膜を出ると大動脈 リンパ節に入る.

目立つのは,外 膜の集合-と 排導リンパ管が,共 に

リンパ管周囲腔を伴っていることである.発 生学的

にこのリンパ管周囲腔は二重膜からなる動脈壁周囲

結合組織が大動脈 リンパ節を一部覆いながら集合 リ

ンパ管を,次 に排導 リンパ管を包んで外膜内に嵌入

することによ り形成 された一種の袋状の閉鎖腔で,

リンパ腔とみるべきものである.な お集合リンパ管

がこの閉鎖腔に入る部位では狭い門戸を作っている.

本論文の要旨は日本解剖学会第26回 中国四国地方

会(昭 和46年12月)に おいて発表した.
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ABSTRACT

The fine distribution of lymph vessels in the aortic wall 

in rabbit

Kiichi SUWA

With adult rabbit under nembutal anesthesia they were subjected to laparotomy, and after

 ligating chylus about 10ml of India ink diluted 4-fold with physiological saline solution was

 injected slowly into inguinal lymph nodes and external iliacal lymph nodes. About 5 hours later

 the abdominal aorta was taken out, and it was cut into longitudinal and cross celloidin sections

 of about 100μ in thickness, which were stained with aldehyde-fuchsin or light-green solution

 and the distribution of lymphvessels in the arterial wall was observed. With some of the

 above specimens transparent samples were also prepared. By the forced reverse flow of lym

ph it was found that the excretory lymph vessel group arising from lymph capillary immediately

 adjacent to the internal elastic membrane of the aortic wall runs gradually along collagenous

 fibers through the fenestrations of each elastic membrane of the tunica media,

 and appears at the tunica adventitia and after confluencing they become a ralatively large excre

tory lymph vessel, but they further confluence with the excretory lymph vessel arising from the

 lymph capillary of fat tissue in the tunica adventitia, and they form an aggregative lymph vessel

 which runs over the exterior layer of the tunica adventitia, and when it comes out of the

 tunica adventitia it enters into the aortic lymph node.

What is noteworthy is the fact that both the aggregative and excretory lymph vessels 

have peri-lymphvessel spaces. Embryologically, such a peri-lymphvessel space is a kind of 

closed space formed by the peri-arterialwall connective tissue consistig of double membrane that 

covers a part of the aortic lymph nodes to make an aggregative lymph vessel, and then 

excretory lymph vessel, which should be considered as a lymph space. Further at the site 

where the aggregative lymph vessel come in this closed space there is a narrow gate .


